
 
 
 
 保健だより H30．12 月 

→裏面：感染症の予防について 

      

  
 
  
 
 

12 月に入りましたが、冬らしくない暖かい日が続いたり、一転して急に寒い日があったりと
寒暖差に体がついていかないように感じます。  

これからの季節、インフルエンザだけでなく、風邪や感染性胃腸炎の流行期になります。
まず「かからない」ための予防が第一ですが、それでもかかってしまったときには、周囲の
人に「うつさない」、流行を拡大させないための行動が必要です。 
  

        気をつけたい冬の感染症 

 インフルエンザ 感染性胃腸炎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多い時期 １月～２月 １１月～２月 

症状 

 

３８℃以上の急な発熱 
のどの痛みや鼻水 
頭痛・関節痛・筋肉痛・だるさ 

突然の激しい吐き気・嘔吐 
下痢、腹痛 
発熱は軽度（３７℃台） 

感染経路 

 

人からの感染 

（飛沫感染・接触感染 ） 

人からの感染 
（嘔吐物からの二次感染・飛沫感染） 
食品からの感染 
（ウイルスに汚染された２枚貝など） 

予防接種 あり ノロウイルス：無し ロタウイルス：あり 

治療 抗インフルエンザウイルス薬の服用 水分補給などの対症療法 

予防 うがい・手洗い 

マスクの着用 

人混みに不必要に行かない 

手洗い 

食品の加熱（８５℃以上で９０秒間以上） 

＊インフルエンザと診断された場合は、「発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日を 
経過するまで」 が出席停止の基準（学校保健安全法施行規則第１９条）となっています。 

 発症した日は 0 日と考えます。 
 インフルエンザと診断された場合は、学校へ連絡をお願いします。 
 登校時には「受診証明書」の提出をお願いします。出席停止の手続きに必要です。 
 吉田高校 HP「 在校生・保護者の方へ」→「各種様式」から、用紙がダウンロードできます。 
 

 保護者の皆様へ  

 
○ お子さんの健康観察をお願いします。 
  体調不良でも無理をして登校する生徒が多いように感じます。お子さんの体調を観察して、早めの
休養・受診をお願いいたします。特にこれからの季節は感染症による体調不良者が多く出ます。学校
は集団生活の場ですので、感染を広げないためにも、一人一人の心がけが大切になります。 

  また、お子さんの様子がいつもと違う、元気が無いなど、心の健康観察もお願いいたします。お子
さんの様子がいつもと違うと感じたら、まずは話をじっくりと聞いてあげてください。お困りの時は、
学校にご相談ください。    

○ インフルエンザ予防接種について  
   インフルエンザを予防する大きな柱になるもののひとつに、ワクチンの接種があります。インフル

エンザに感染しないわけではありませんが、感染しても症状は軽くなります。ただし、副作用等もあ
りますので、医療機関に相談の上、接種をしてください。 

  ワクチンを接種したあと、抗体は約２週間後にならないとしっかりとできません。すでに接種済み
の生徒も多いようです。流行時期を考えると、なるべく早期に接種をした方がよいでしょう。 

  特に受験を控えた３年生は、予防接種だけでなく手洗い・うがい等の感染予防対策について、ご家
庭でもご指導をお願いいたします。 

 



 
 
 
 

予防の基本は手洗いです。 

手順を守って、正しい手洗いをしましょう。 

自分のため、また、周りの人のためにも、しっかりと予防をして 

元気に冬休みを迎えられるようにしましょう！ 

 
 感染症を予防するために… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○手洗い、しっかりとできていますか？ 

 
 
 


